
 

 今から１５０年前、越後における戊辰戦争の運命に深く関わった桑名藩主 松平定敬公と立見鑑三郎、そ

して長岡藩士 河井継之助。一度は落城した長岡城を奪還すべく越後・加茂の地に、会津藩、米沢藩、桑名

藩を始め奥羽越諸藩が集まって長岡城奪還の作戦を練った加茂軍議。その加茂が幕府領から桑名藩の預り

領となったのが弘化４年（１８４７）。 

 この歴史的事実について、河井継之助研究の第一人者である新潟県長岡市 河井継之助記念館の稲川館

長から「桑名・柏崎・加茂」の深いつながりや、桑名藩が加茂軍議にどのような影響を及ぼしたのか分か

りやすく講演していただきます。ぜひ、お誘い合わせのうえお越しください。 

◆と き  平成３０年３月２５日(日) 午後２時～４時 

◆ところ  くわなメディアライヴ 多目的ホール 
（桑名市中央町 3-79 TEL:0594-23-1881） 

◆入場料  無料 

◆定 員  ２５０名 ※定員に達し次第、締め切りとなります。 

◆講 師  河井継之助記念館 館長 稲 川 明 雄 氏 

◆講演内容 ◇戊辰戦争は薩摩・長州の軍事クーデター 

◆桑名～越後・柏崎～加茂 

◇松平定敬公は加茂に２０日間逗留 

◆奥羽越列藩同盟とは 

◇長岡城奪還作戦軍議の地 加茂・加茂軍議とは 

◆会津・米沢・桑名藩…諸藩の思惑、疑心暗鬼、 

そして裏切り～桑名藩から見た加茂軍議とは～ 

◇越後における戊辰戦争とは一体何だったのか？ 

◆お申込み 電話またはＦＡＸ、メールにて必要事項を明記のうえ、下記までお申し込みくだ

さい。 

      【桑名商工会議所】〒511-8577 桑名市桑栄町 1-1 

ＴＥＬ：0594-22-5155 ＦＡＸ：0594-21-5156  メール：info@kuwanacci.or.jp 

稲川明雄氏 
 昭和１９年新潟県長岡市生まれ。長岡市

史編さん室長、長岡市立中央図書館長・文

書資料室長等を経て、現在は長岡市河井継

之助記念館館長。 

 

著書:「河井継之助」(新潟日報事業社 2008) 

「越後戊辰戦争と加茂軍議」 

(新潟日報事業社 2016)  

など 

 

戊辰戦争１５０年 奥羽越列藩同盟と加茂軍議 歴史講演会 参加申込書 

参加者
氏名①

住所
〒

ＴＥＬ

参加者
氏名②

住所
〒

ＴＥＬ

主催：加茂商工会議所 
後援：桑名商工会議所 

～戊辰戦争１５０年 越後・加茂は桑名藩の預り領～ 

※講演内容に関するお問い合わせは、 

（新潟県）加茂商工会議所 ℡：０２５６‐５２‐１７４０ 

当日参加も 
受け付けます 


